
１ 素材需給の動向

(1) 素材の需要

平成25年の素材の需要量は2,602万９千㎥で、

前年に比べて137万３千㎥（5.6％）増加した。

こ れ を 需 要 部 門 別 に み る と 、 製 材 用 は

1,727万１千㎥、合板用は418万１千㎥、木材チ

ップ用は457万７千㎥で、前年に比べてそれぞれ

102万４千㎥（6.3％）、34万４千㎥（9.0％）、５千

㎥（0.1％）増加した。

この結果、需要部門別の構成割合は、製材用が

66.4％、合板用が16.1％、木材チップ用が17.6％

となった。（表１、図１）

注： 構成比（％）は、四捨五入しているため、合計と内訳の
計が一致しない場合がある（以下の表において同じ。）。

(2) 素材の供給

素材の供給量は、国産材が1,964万６千㎥

で、前年に比べて116万７千㎥（6.3％）増

加した。

また、外材は638万３千㎥で、前年に比べ

て20万６千㎥（3.3％）増加した。

この結果、素材供給量に占める国産材の割

合は75.5％となり、前年を0.6ポイント上回

った。（表２、図２）

図１ 素材需要量の推移

表１ 需要部門別素材需要量 （参考） 関連統計表

図２ 材種別素材供給量の推移

単位：千㎥
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ア 国産材の供給

国産材の供給量（全国計のみ素材生産

量と等しい。）を針葉樹、広葉樹別にみる

と、針葉樹は1,724万６千㎥で、全ての需

要部門で生産量が増加したことから、前

年に比べて118万４千㎥（7.4％）増加し

た。

これを樹種別にみると、 あ かま つ

・くろまつは、前年に比べて３万７千㎥

（5.6％）減少したが、素材供給量の６割

弱を占めるすぎは、前年に比べて94万

６千㎥（9.5％）、ひのき、からまつ及び

えぞまつ・とどまつは、前年に比べてそ

れぞれ13万５千㎥（6.2％）、１万８千㎥

（0.8％）、15万９千㎥（18.6％）増加し

た。

また、広葉樹は240万㎥で、木材チップ

用の生産量が減少したことから、前年に

比べて１万７千㎥（0.7％）減少した。（表

２及び３、図３）

イ 外材の供給

外材の供給量を産地材別にみると、外材

の８割弱を占める米材は479万６千㎥で、前

年に比べ42万４千㎥（9.7％）増加したもの

の、ニュージーランド材は66万１千㎥、北

洋材は45万８千㎥、南洋材は28万８千㎥で、

前年に比べてそれぞれ14万２千㎥（17.7％）、

１万㎥（2.1％）、５万９千㎥（17.0％）減

少した。（表２、図４）

図３ 樹種別素材生産量の推移

表３ 需要部門別、樹種別素材生産量

図４ 外材供給量の推移
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２ 木材産業の動向

(1) 製材業

ア 製材工場数及び製材用動力の出力数

平成25年12月31日現在の製材工場数は

5,690工場で、前年に比べて237工場（4.0％）

減少した。

これを製材用動力の出力階層別にみると、

7.5～22.5kW未満及び150.0～300.0kW未満

の階層を除いて減少しており、特に 37.5～

75.0kW未満の階層において、前年に比べて

132工場（7.0％）と減少幅が大きい。

また、１工場当たりの出力数は117.6kWで、

前年に比べて3.7kW（3.2％）増加した。（表

４）

イ 従業員数

平成25年12月31日現在で操業している工場の従業者数は３万1,124人で、前年に比べて514人

（1.6％）減少した。、

また、１工場当たりの従業者数は5.5人で、前年に比べて0.1人（1.9％）増加した。（表５）

ウ 製材用素材消費量

平成2 5年の製材用素材消費量は

1,732万１千㎥で、前年に比べて119万

６千㎥（7.4％）増加した。

これを製材用動力の出力階層別にみる

と、75.0～150.0kW以上の階層において

前年に比べて増加しており、特に消費量

の７割弱を占める300.0kW以上の階層に

おいて、前年に比べて1,113㎥（10.9％）

と増加幅が大きい。

なお、１工場当たりの素材消費量は

3,044㎥で、前年に比べて323㎥（11.9％）

増加した。（表６、図５）

図５ 製材工場数及び素材消費量の出力階層別
構成割合（平成25年）

表４ 製材工場数、製材用動力の出力数
（平成25年12月31日現在）

表５ 従業者数規模別製材工場数及び従業者数（12月操業）
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エ 製材用素材入荷量

(ｱ) 平成25年の製材用素材入荷量は1,727万１千㎥で、前年に比べて102万４千㎥（6.3％）

増加した。

これを国産材、外材別にみると、国産材の入荷量は1,205万８千㎥で、前年に比べて73万

７千㎥（6.5％）増加し、外材の入荷量は521万３千㎥で、前年に比べて28万７千㎥（5.8％）

増加した。

この結果、製材用素材入荷量に占める国産材の割合は69.8％で、前年（69.7％）を0.1ポ

イント上回った。（表７、図６）

図６ 製材用素材の入荷量の推移
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(ｲ) 平成25年に素材の入荷があった製材工場は5,659工場で、前年に比べて224工場（3.8％）

減少した。

これを入荷類型別にみると、国産材のみは4,147工場、国産材と外材は1,163工場、外材の

みは349工場で、前年に比べてそれぞれ17工場（0.4％）、163工場（12.3％）、44工場（11.2％）

減少した。

入荷量でみると、国産材のみは1,097万５千㎥、国産材と外材は319万㎥で、前年に比べて

それぞれ72万４千㎥（7.1％）、32万２千㎥（11.2％）増加したが、外材のみは310万６千㎥

で、前年に比べて２万２千㎥（0.7％）減少した。

また、製材用動力の出力階層別にみると、「300.0kW以上」の工場が入荷量の全体の約６割

を占めている。（表８）

オ 製材品出荷量

製材品出荷量は1,010万㎥で、前年に比べ

て79万８千㎥（8.6％）増加した。

これを用途別にみると、木箱仕組板・こん

包用材及び家具・建具用材は、前年に比べて

それぞれ２万６千㎥（2.3％）、３千㎥（5.0％）

減少したものの、出荷量の８割強を占める建

築用材及び土木建設用材は、前年に比べてそ

れ ぞ れ 78万１千㎥（10.4％）、５万２千㎥

（12.3％）増加した。

また、人工乾燥材出荷量は298万４千㎥で、

前年に比べて24万㎥（8.7％）増加し、製材品

の出荷量に占める人工乾燥材出荷量の割合は

29.5％で、前年並みだった。（表９、図７）

図７ 用途別製材品出荷量の推移

表８ 製材用動力の出力階層別、入荷類型別製材工場数及び入荷量

表９ 用途別製材品出荷量
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平 成 25 年 工場 千㎥ 工場 千㎥ 工場 千㎥ 工場 千㎥

　計 5,659 17,271 4,147 10,975 1,163 3,190 349 3,106
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　 37.5～ 75.0 93.6 95.9 94.2 94.3 89.3 95.8 109.3 115.9
　 75.0～150.0 95.9 99.6 98.9 102.7 87.4 94.7 97.8 88.3

　150.0～300.0 101.3 104.4 103.7 105.2 96.7 99.5 98.5 106.6
　300.0kW以上 98.0 109.7 102.2 110.3 93.1 124.0 80.0 99.3
注：工場数は、平成25年に製材用素材の入荷のあった工場数である。
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(2) 合単板製造業

ア 合単板工場数及び従業者数

平成25年12月31日現在の合単板工場数は195工場で、前年に比べて２工場（1.0％）減少した。

これを製造種類別にみると、特殊合板のみ製造している工場は、前年に比べて３工場（2.1％）

増加したが、その他の工場は前年並み又は前年に比べて減少した。

合単板工場の従業者数は7,126人で、前年に比べて185人（2.5％）減少した。

なお、１工場当たりの従業者数は36.5人で、前年に比べて0.6人（1.6％）減少した。（表10）

注：1)は、「普通合板のみ」と「普通合板と特殊合板」の合計を表示している。

イ 単板製造用素材入荷量

平成25年の単板製造用素材の入荷量は

418万１千㎥で、前年に比べて34万４千㎥

（9.0％）増加した。

これを国産材、外材別にみると、国産材

は301万６千㎥で、前年に比べて41万４千

㎥（15.9％）増加したが、外材は116万５千

㎥で、前年に比べて７万㎥（5.7％）減少

した。

この結果、単板製材用素材入荷量に占め

る国産材の割合は72.1％で、前年（67.8％）

を4.3ポイント上回った。

（表11、図８）

図８ 単板製造用素材の入荷量の推移

表10 工場類型別、従業者規模別合単板工場数及び従業者数（平成25年12月31日現在）

表11 材種別単板製造用素材の入荷量

１ 工 場

工 場 類 型 当 た り

実　数 対前年比 従業者数
工場 ％ 工場 工場 工場 工場 工場 工場 人 ％ 人

計 195 99.0 96 62 13 17 5 2 7,126 97.5 36.5

単 板 の み 14 87.5 6 7 - 1 - - 347 93.0 24.8

普通合板のみ 31 91.2 2 7 6 13 2 1 1)3,603 1)95.8 1)109.2 

普通合板と特殊合板 2 100.0 - - 1 1 - - … … … 

特殊合板のみ 148 102.1 88 48 6 2 3 1 3,176 99.9 21.5

従業者数規模別工場数 従業者数

計
９人以下 10～49 50～99 実　数 対前年比100～199 200～299 300人以上

単位：千㎥

針葉樹 ラワン材

平 成 25 年 4,181 3,016 3,006 10 1,165 667 204 204 871 x x 3 

対前年比（％） 109.0 115.9 115.9 111.1 94.3 99.1 81.3 83.6 101.9       x       x       x 

構成比（％） 100.0 72.1 71.9 0.2 27.9 16.0 4.9 4.9 20.8       x       x       x 

その他
年　次 計

国　　産　　材 外　　　　　　　　　　材

小計 針葉樹 広葉樹 小計 南洋材 米材 北洋材
ﾆｭｰｼﾞｰ
ﾗﾝﾄﾞ材
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ウ 普通合板生産量

平成25年の普通合板生産量は281万１千㎥で、前年に比べて26万２千㎥（10.3％）増加した。

これを厚さ別にみると、「３㎜未満」の階層については、前年に比べて３千㎥（15.0％）減

少したものの、「３～６mm未満」、「６～12mm未満」及び「12mm以上」の階層については、前年

に比べてそれぞれ３千㎥（3.8％）、１万８千㎥（5.6％）、24万４千㎥（11.5％）増加した。

また、生産量のうち針葉樹合板生産量は262万７千㎥で、前年に比べて29万４千㎥（12.6％）

増加した。

この結果、普通合板生産量に占める針葉樹合板生産量の割合は93.5％で、前年（91.5％）を

2.0ポイント上回った。（表12、図９）

エ 特殊合板生産量

平成25年の特殊合板生産量は65万４千㎥で、前年に比べて１万４千㎥（2.2％）増加した。

これを種類別にみると、天然木化粧合板は、前年に比べて１万７千㎥（77.3％）増加した

ものの、オーバーレイ合板、プリント合板及び塗装合板は、前年に比べそれぞれ２千㎥（10.0％）、

７千㎥（10.4％）、１千㎥（16.7％）減少した。（表13、図10）

表12 普通合板生産量

図９ 普通合板生産量の推移

図10 特殊合板生産量の推移表13 特殊合板生産量

平成25年 対前年比 構成比

千㎥ ％ ％

2,811 110.3 100.0

17 85.0 0.6

82 103.8 2.9

339 105.6 12.1

2,373 111.5 84.4

2,627 112.6 93.5

区 分

普 通 合 板 生 産 量

３ ～ ６ ㎜

６ ～ 12 ㎜

３ ㎜ 未 満

12 ㎜ 以 上

う ち 針 葉 樹 合 板

平成25年 対前年比 構成比

千㎥ ％ ％

654 102.2 100.0

18 90.0 2.8

60 89.6 9.2

5 83.3 0.8

39 177.3 6.0

532 101.3 81.3

314 88.5 48.0うち木質複合床板

そ の 他 の 合 板

天 然 木 化 粧 合 板

プ リ ン ト 合 板

塗 装 合 板

オーバーレイ合板

特 殊 合 板 生 産 量

区 分 63.6 64.7 
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(3) 木材チップ製造業

ア 木材チップ工場数及び従業者数

平成25年12月31日現在の木材チップ工場数は1,510工場で、前年に比べて26工場（1.7％）

減少した。

これを専門・兼営区分別にみると、木材チップ専門工場は389工場で前年並みだったものの、

製材又は合単板工場との兼営工場は1,121工場で、前年に比べて26工場（2.3％）減少した。

また、木材チップ工場の従業者数（製材又は合単板工場との兼営工場の従業者のうち、主

たる業務が木材チップ業務以外のものを除く。）は2,961人で、前年に比べて81人（2.8％）増

加した。

なお、１工場当たりの従業者数は2.0人で、前年に比べて0.1人（5.3％）増加した。（表14）

イ 木材チップ用素材入荷量

平成25年の木材チップ用の素材入荷量

は457万７千㎥で、前年に比べて５千㎥

（0.1％）増加した。

これを国産材、外材別にみると、外材

の入荷量は５千㎥で、前年に比べ１万

１千㎥（68.7％）減少したものの、国産

材の入荷量は457万２千㎥で、前年に比

べて１万６千㎥（0.4％）増加した。

（表15、図11）

実　数 対前年比
工場 ％ 工場 工場 工場 工場 人 ％ 人

計 1,510  98.3   1,298  152    51     9      2,961  102.8 2.0

木材チップ専門工場 389    100.0  200    132    50     7           …      …      … 

製 材 又 は 合 単 板
工場との兼営工場

1,121  97.7   1,098  20     1      2           …      …      … 

注：従業者数については、「木材チップ専門工場」及び「製材又は合単板工場との兼営工場」別に集計を行っていない。

10～19 20人以上
専門・兼営区分別

従 業 者 数 規 模 別 工 場 数 従　業　者　数 １ 工 場
当 た り
従業者数

計
４人以下 実　数 対前年比５～９

表14 専門・兼営区分別、従業者数規模別木材チップ工場数及び従業者数
（平成25年12月31日現在）

表15 材種別木材チップ製造用素材の入荷量

図11 木材チップ用素材の入荷量の推移

単位：千㎥

ラワン材

平 成 25 年 4,577 4,572 2,308 2,264 5 1 1 2 x x - 

対前年比（％） 100.1 100.4 101.5 99.2 31.3 16.7 16.7 22.2 x x x 

構成比（％） 100.0 99.9 50.4 49.5 0.1 0.0 0.0 0.0 x x x 

年　次 計

国　　産　　材 外　　　　　　　　　　材

針葉樹 北洋材
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ウ 木材チップ生産量及び出荷量

平成25年の木材チップ生産量は645万２千ｔで、前年に比べて59万１千ｔ（10.1％）増加し

た。

これを原材料別にみると、林地残材は、前年に比べて５万１千ｔ（26.4％）減少したもの

の、素材（原木）、工場残材及び解体材・廃材は、前年に比べてそれぞれ５万６千ｔ（2.2％）、

34万３千ｔ（20.6％）、24万３千ｔ（16.7％）増加した。

また、針葉樹・広葉樹別にみると、針葉樹は320万７千ｔ、広葉樹は155万１千ｔで前年に

比べてそれぞれ33万ｔ（11.5％）、１万８千ｔ（1.2％）増加した。（表16、図12）

表16 木材チップ生産量 図12 木材チップ生産量の推移

平成25年 対前年比 構成比

千ｔ ％ ％

6,452 110.1 100.0

2,610 102.2 40.5

2,006 120.6 31.1

142 73.6 2.2

1,694 116.7 26.3

3,207 111.5 - 

1,551 101.2 - 

注：針葉樹・広葉樹別には解体材・廃材を含んでいない。
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